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女川原子力発電所における防潮堤について 

防潮堤の概要 

 目的：敷地への浸水防止 

 構造：セメント改良土※１による堤防 

 高さ：約3m（O.P.※２ 約+17m） 

 長さ：約600m 

防潮堤配置計画図 

別 紙 

[参考] 

 防潮壁の概要 

  設置個所：非常用海水ポンプエリアの周囲 

  目的：非常用海水ポンプエリアへの浸水防止 

    構造：鋼製枠＋防潮板（ポリカーボネイト製） 

  高さ：約2m（O.P.※２  約+16m）   

※１  土にセメントを加えて強度を高めたもの 

※２ O.P.とは、女川の工事用基準面で、 

   O.P.±0.0mは東京湾平均海面（T.P.）-0.74mに相当 

※３ 女川周辺の地盤沈下量（約1m）を考慮 

 

潮位計（常時観測用、バックアップ用） 
● 

女川原子力発電所 

200m 

岸壁 O.P.+2.5m※ 

主要な建屋が設置されている敷地高さ：O.P.約+13.8m※ 

※：地盤変動量約－１．０ｍを考慮した値 

東防波堤堤頭部 O.P.+4.0m※ 

 

北防波堤堤頭部 O.P.+4.0m※ 

女川原子力発電所

防潮堤

アクセス道路



防潮堤・防潮壁   

１号機海水ポンプ室 防潮壁 ２号機海水ポンプ室 防潮壁 

防潮堤 

（高さ約3m） 

防潮堤 


